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運天港

1. 概況

　運天港は、沖縄本島北部の本部半島の東側に位置し、本部
半島、古宇利島及び屋我地島に囲まれた天然の良港である。
　琉球王府時代には今帰仁間切所が設置され、北部の行政の
要所であった。また、17世紀の薩摩軍の琉球侵入時に第1歩
を踏み入れた港として、その後も薩摩との航路として利用さ
れた。
　大正期から昭和にかけては、奄美諸島や近隣離島との流通
の中心地として畜産物・サトウキビ等を取り扱い、黒糖の本
土向け積み出し港として栄えた。
　戦後、北部製糖が水深5m、1,000トン級の船舶が利用でき
る岸壁を建設、本格的な港湾機能が再開し、昭和47年5月に
は沖縄の本土復帰と同時に沖縄県を港湾管理者とする重要港
湾に指定された。
　昭和50年に開催された沖縄国際海洋博覧会の資材搬入港、
観客輸送港湾として位置づけられたことから、港湾施設の整
備拡充がなされ、10,000トン級の岸壁等が完成した。また、
沖縄本島海域で唯一の天然の避泊地である羽地内海の整備も
行われた。
　その後、本港と沖縄本島北部の拠点である名護市街地まで
の道路整備が進んだことにより本港の利便性が高まり、昭和
63年から伊是名航路が、平成2年からは伊平屋航路が本港の
利用を始め、本格的なフェリーふ頭の整備が求められていた。
このようなことから、平成4年3月に港湾計画の改訂が行わ
れ、平成19年にはフェリーふ頭が全面供用された。
　平成27年には陸上電力供給施設が整備され、フェリーへの
電力供給が可能になるとともに、電動ボーディングブリッジ
へ直接供給することが可能になった。
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2. 港勢

外貿コンテナ貨物取扱量 乗降人員

項目 フレートトン
TEU 合計 乗込人員 上陸人員

実入り 空コン 外国航路
輸出 内国航路 121,546 61,016 60,530
輸入 計 121,546 61,016 60,530

海上出入貨物
品種

項目
合計 農水産品 林産品 鉱産品 金属機械工業品

トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％
輸出 13,910 1000 910 6.5
輸入 2 1000 2 1000
計 13,912 1000 2 0.0 910 6.5

移出 50,280 1000 45 0.1 220 0.4 23,164 46.1 515 1

移入 51,510 1000 793 1.5 3 0.0 45,658 88.6 32 0.1
280,625

計 101,790 1000 838 0.8 223 0.2 68,822 67.6 547 0.5
合計 115,702 1000 840 0.7 223 0.2 68,822 59.5 1,457 1.3

品種
項目

化学工業品 軽工業品 雑工業品 特殊品 分類不能のもの
トン ％ トン ％ トン ％ トン ％ トン ％

輸出 13,000 93.5
輸入
計 13,000 93.4

移出 1,531 3.0 1,100 2.2 10,204 20.3 13,501 26.9

移入 898 1.7 4,126 8.0

計 1,531 1.5 1,100 1.1 11,102 10.9 17,627 17.3
合計 1,531 1.3 1,100 1.0 11,102 9.6 30,627 26.5

太字は自動車航走船取扱貨物（外数）で、計及び合計に含まない

入港船舶
トン数

別
種別

合計 30,000総トン以上 10,000総トン以上 
30,000総トン未満

6,000総トン以上 
10,000総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 7 16,329 1 6,778
内航商船 40 42,802
自　　航 1,362 1,179,312
そ  の  他 31 35,389
合　　計 1,440 1,273,832 1 6,778

トン数
別

種別

3,000総トン以上 
6,000総トン未満

1,000総トン以上 
3,000総トン未満

500総トン以上 
1,000総トン未満

5総トン以上 
500総トン未満

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数
外航商船 4 8,561 2 990
内航商船 14 27,358 7 5,993 19 9,451
自　　航 1,362 1,179,312
そ  の  他 11 20,824 14 12,147 6 2,418
合　　計 29 56,743 1,383 1,197,452 27 12,859

最大入港船舶のトン数　　総トン（喫水　 m）



― 912 ―

運天港

3. 港湾施設

区　　分

埠 頭 名

け　い　船　施　設 荷　さ　ば　き　施　設

主　　な
取扱貨物バ ー ス 名

前面
水深

（m）

延長

（m）

最大
けい船
能力

（DWT）

船
席
数

荷 役 機 械 上　　屋

機 械 名 揚力
（t）

基
数

棟
数

使用
面積

（㎡）
（公 　　　　　共）
上 運 天 地 区 Ａ 岸 壁 4.5 240 1,000 2 – – 取合せ品、その他日用品

Ｂ 岸 壁 9 170 10,000 1 – – 砂・砂利、金属くず

泊　　　　　　　　地
区　　分 水深（m） 面　積（㎡）

錨泊地
　運天地区
　〃
　〃
　〃
　〃
　上運天地区
　屋我地区

2.0
3.0
3.5
4.5
6.0 

6.0～9.0
1.0

480
2,000
9,850

1,977,349
1,660,163

25,601
3,300

はしけ溜 – –
木材投下泊地 – –
危険物泊地 – –

保　　管　　施　　設
区　　　　分 棟数 面積・容量

野積場
　上運天地区 – 4,784㎡
普通倉庫
　1～3類倉庫 – –
　危険品倉庫 – –
　野積倉庫 – –
　貯蔵倉庫（サイロ） – –
冷蔵倉庫 – –
水面倉庫（貯木場） – –

港　湾　関　連　施　設
名　　称 延床面積（㎡）

運天港
旅客待合所

1045.7

臨　港　交　通　施　設
名　　称 総延長（m）

臨港道路
　上運天地区
　運天地区
　運天原地区

976
540
150

新交通・鉄道 –
ヘリポート –

4. コンテナターミナルの概要
該当なし

5.マリーナ
該当なし

6. 緑地
区　分

名　称
面　積（㎡）

（植栽率 –％）
水際線延長

（m） 緑地タイプ 竣工年度
施　　　　　　　　　設

利　用　施　設 附　属　施　設
上運天地区 7,430

7. 基地港湾
該当なし

8. ポートサービス
港湾運送

名　　　　　称 所　　　　在　　　　地 電話番号

業　　　　種

一
　
　
般

港湾荷役 は

し

け

い

か

だ

港
湾
荷
役

（一貫）

船
　
内

沿
　
岸

北部港運㈱今帰仁本社 〒905–0404　国頭郡今帰仁村字上運天335–10 098–056–2507 ○

9. 関係出先官公署
名　　　　　　称 所　　　　　　　在　　　　　　　地 電話番号

第十一管区海上保安本部名護海上保安署 〒905–0011　名護市字宮里452–3 0980–53–0118
運天港湾管理事務所 〒905–0404　国頭郡今帰仁村字上運天335–2 0980–56–2107
北部土木事務所 〒905–0016　名護市大南1–13–11 0980–53–1255
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令和５年４月１日時点

運天港


